





















An Introduction to Ella Sharpe:
An Early British Freudian Analyst’s Practical Skills
Through the translations of Maurice Whelan’s ‘Who was Ella Sharpe?’ from Mistress of Her Own Thoughts, Rebus 
Press, London, 2000, Chapter One, and Ella Sharpe’s Dream Analysis, Karnac, London, 1988, Chapter Seven.
Yukiko MATSUMOTO
　Abstract：This introduction to a little known early British Freudian analyst, Ella 
Sharpe (1875-1947), mainly consists of two translations: (1) Chapter One of Maurice 
Whelan’s (ed.) Mistress of Her Own Thoughts; (2) Chapter Seven of Ella Sharpe’s 
Dream Analysis. While (1) outlines Sharpe’s originality and lasting contribution to 
the later psychoanalysis in general and in Britain, (2) shows us examples of practical 
competence and techniques of the early Freudian analyst facing clients’ critical 
moments. How a dream could be interpreted by psychoanalytic techniques built on the 
Freudian dream theory but also be used for clinical assessment considering Clients’ 
past and present circumstances as well as the phase of an analysis they were in testifies 
practicality and actuality of Sharpe’s approach.
　Key words：フロイト派精神分析 (Freudian Psycho-analysis)、夢分析 (dream analysis)、
危機的な状況における夢 (dreams in crises)































































Maurice Whelan, ‘Who Was Ella Sharpe?’,
Mistress of Her Own Thoughts, 








から 1931 年にかけて国際精神分析学会誌 (The 
International Journal of Psycho-Analysis) に発
表された７本の論文においてである。シャープは
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の不安状況」(Infantile Anxiety Situations 
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いるのだ (Sharpe 1978: 9-1019)。
現著者註
1 シャープの著作は「エラ・フリーマン・シャー
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る。(Meisel & Kendrich 1985: 27320 ; Grosskurth 
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１章 p. 20 より引用翻訳：私はコンサート会場に
いました。 が、 そのコンサートは授乳のようでもあ
りました。 私にはなぜかその音楽が目の前を絵の
ように通っていくのが見えました。 その音楽絵 the 
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
だと辟易されそ
うだが、この解釈には、生後１歳までに田舎の大
叔母の家に連れていかれ四柱式ベッドで両親と一
緒に寝たことがあり、その後、その地方で何度も
機織りを見ており、ある程度大きくなってから、
素早く行き交う梭に魅入った記憶を本人が持って
いて語っている、だからこそ、機に向かってかが
み込んで梭を行き来させる男が、乳児として四柱
式ベッドで目撃したシーンの意味を幻想の中で担
いうるという背景がある。シャープは、象徴化
されるのは根本的な基本要素としての自らの存
在、すなわち身体、生き死に、生殖だと明言して
いる。それゆえ、自らの存在が危機に晒された状
況にあって見る夢を扱った第７章には象徴が続出
し、一見、浅薄な象徴的解釈に依存しているとも
とられかねない。しかし夢分析を臨床的に用いる
中で、シャープは幼児期の（特に身体をめぐる）
強い興奮や感動が個人的象徴を生み出す契機にな
ること、そうした象徴を生み出すパターンが、感
動を言葉で伝えるアートとしての「詩的語法」の
それに一致していることを示したうえで象徴的解
釈を用いているのである。
　非科学的と見えかねない象徴的解釈を、フロイ
トは実践上の有効性から分析のテクニックとして
切り捨てず、シャープは分析のテクニックとして
それを用いる中で言葉をめぐるアートとしての修
辞法との相同性を見いだした。のちにラカンが無
意識は言語のように構造化されていると言い得た
のは、こうした積み重ねのうえに立ってのことで
ある。ウィーランの紹介で引かれている「精神分
析は、そのテクニックがアートであることをやめ
たとき、生きた科学であることもやめてしまう」
というシャープの言葉の重みを第７章から少しで
も感じていただければ、紹介者としては嬉しい。
